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1. はじめに 
 
 「インテリア」という言葉が出来た経緯について、まず始めたいと思う。今日、我々は
「インテリア」という言葉を当たり前のように使用しているが、40 年程前の日本には「イ
ンテリア」という言葉は通用していなかった。(一般的には使用されていたが、公的には使
用されていなかった。)ところが 40 年程前より公的に使用されるようになる。その辺りの
経緯から述べていきたい。 
 
2. インテリアの 40 年 
 
 私は株式会社日建設計という民間の建築設計事務所から国立大学である京都工芸繊維大
学に助手として移り、その後講師となった際に講義を受け持つこととなった。そこでイン
テリアの講義を教えていた前任の教授から、「室内意匠論」という講義を引き継ぐことと
なる。「“室内”とは“インテリア”であり、“意匠”とは“デザイン”と同義であるか
ら“インテリアデザイン論”にできないか」と、講義名の変更を大学事務局に掛け合った。
その頃にはおそらく「インテリアデザイン」という言葉は文部科学省(以下、文科省)でも
使用されていたが、カタカナ用語については事務局の了承を得られなかった。つまり、40
年前の日本ではインテリアデザインという言葉(おそらく、デザインという言葉すら)使用
されていなかったのである。ところが、この頃からインテリアデザインという言葉が使用
可能となる。 
 私は高校生の頃から、インテリアデザインに興味を抱いており千葉大学工学部建築学科
に進学した。当時、日本でインテリアデザインを教える国立大学には、千葉大学(旧:東京
高等工芸学校) と京都工芸繊維大学（旧:京都高等工芸学校）があった。千葉大学では、工
学部建築学科でその後インテリアデザインを開講。そこでは私の先生である小原二郎先生
がこれを教えていた。これに加えて新しく、九州芸術工科大学が加わった。ここでは小池
新二先生（東京帝大文学部美学美術史学科出身）がインテリアデザインを教えていた。こ
の頃インテリアデザインを教える国立大学は、この 3 校しかなかった。私立大学でインテ
リアデザインを教えている大学は、武蔵野美術大学や多摩美術大学など多数あった。また、
工業高校にもインテリアデザインを教える高校がいくつかあった。そこは、「木材工芸科」
と呼ばれていた。機械や化学の分野は学生に人気を集めていたが、木材工芸は不人気であ
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った。当時の文科省は頭を悩ませた末に千葉大学の小原先生に助言を求めた。ところが、
「インテリア科」と名称を改めることとなった。当時インテリア科は全国に 50 校程あった
が、名称を変更したところ人気を集め、特に女子学生には大変人気の学科となった。これ
を始めとして 1970 年(昭和 45 年)つまり今から約 50 年程前に「インテリア」という言葉を
大学でも使用してもよいとなった。 
 3 年後、通商産業省(現:経済産業省。以下、通産省)の雑貨課(バケツや箒、家具を取り
扱う部署)がありこれを「インテリア課」に名称を変更。このように次第に日本でも「イン
テリア」という言葉が広まっていく。民間ではインテリアという言葉が用いられていたが、
以上のように 50 年程前に公的にも用いられるようになった。通産省の一部では「これから
はインテリアの時代がやってくるだろう」という読みがあったように思われる。インテリ
ア課では、部屋で使用する家具、寝具、建具、建材、照明器具といった物を11種類まとめ
て取り扱うこととした。ところが、この中には同じく部屋の中にあるカーテンやカーペッ
トが含まれていない。おそらく、通産省に中にある繊維課(呉服を含め)が昔から強い権力
を握っており、カーテンやカーペットについての取り扱いを繊維課と残したのだと推測し
ている。カーテンやカーペットは、したがってインテリアから取り残されることとなった。
こうして、「インテリア課」は設立されたのであった。 
 さて、インテリア課が設立され、今後「インテリア産業」を発展させていくことを考え
た通産省は、インテリア産業をいかに日本で盛り立てていくかを話し合うべく、振興対策
委員会を設置した。その委員会では、私の先生である小原先生が委員長となった。そこに
さまざまな人々を招集し、これから日本でインテリア産業を繁栄させるにはどうすべきか
の協議を重ねた。その頃の私は大学院生であったため委員にはなれないが、小原先生に連
れられ会議に共に出席し続けた。ところが、家具屋は家具業界、繊維は繊維業界、照明は
家電業界としてまとまっていたため、それぞれの専門の知識しかなかった。そこで個別の
業界に特化するのではなく「トータルインテリア」ということを意識してもらいたい、と
いうことで、モデルルームを各地に作成し、家具や照明器具等を設置した。これによって
徐々に一般人にも「インテリア」が理解され始め、普及していく。ところがトータルイン
テリアについては誰にも理解されておらず、業界の担い手もいなかった。そこで対策委員
会が10年継続されたあげくインテリアの産業をバックアップするような人材を育成すべき
だと結論づけたのである。インテリアデザインを教える国立大学はたった 3 大学であり、
かつ工業高校のインテリア科は製作を行う学校であったため、一般の消費者に対してイン
テリアを説明したり、家具選びのコンサルタントができる人材が当時は 1 人もいなかった。
したがってトータルインテリアを真に理解出来る人材が必要だと結論づけたのである。 
 そこで、そういった人材を「インテリアコーディネータ」という名称にし、そうした専
門家を育成すべきだと考えたのである。早急に育成するためには教育機関に頼るのではな
く、家具等の各業界人にトータルインテリアを勉強してもらい、普及させることとした。
てっとり早い方法として試験を実施することとした。その試験に合格した者に対してイン
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テリアコーディネータとして称号を与えることとした。 
1973 年にインテリア課が設立された 10 年後の 1983 年(昭和 58 年)に、「インテリアコーデ
ィネータ資格試験制度」という資格制度を作った。これまで試験は 33 回開催され、平成 28
年度で 34 回目となる。現在約 5 万人弱がインテリアコーディネータの資格を取得。当初、
受験対象者は大学卒業後に生活体験を持っている人であるとして25歳以上とした。試験内
容については、住宅や環境等の基礎 25 問、家具・カーテン・カーペットの商品知識 25 問
の計 50 問の学科試験を設けた。また、学科試験を合格した者に対しては、消費者に対して
生活提案ができるかどうかを見極めるため実技と論文を設け、さらに消費者と直接会って
対応できるかどうか判断するためにインテリア産業協会(通産省外郭団体)に所属する各メ
ーカーの人事部の人による面接を行った。関西地方では、武庫川女子大学を試験会場とし
ていたこともあった。 
 次に、試験について述べたい。当初、応募者は高学歴な主婦や長期海外生活者等 1.5 万
名ほどが受験し、多いときでは 3 万名にも上った。その人数では全てに実技試験を行うこ
とが困難なので、学科試験での高成績者のみに実技試験を受験してもらい、詳細に採点し
てインテリアコーディネータの資格を付与した。現在では学科試験受験者に対し年齢を撤
廃している。また、実技試験は、プレゼンテーション(論文を含む)と各を変更し、面接は
廃止している。インテリアの中に含まれる照明器具、カーペット、絵画、あるいは空調等
の設備機器、テレビ等、部屋の中に持ち込まれるものを総称して「インテリアエレメント」
と呼ぶ。インテリアコーディネータの定義は「インテリアエレメントの流通過程において、
消費者に対して商品選択あるいは総合的インテリアの構成等について適切な助言あるいは
提案できる者」としている。現在でもそういった目標を掲げ、試験を実施している。こう
した経緯で、インテリアコーディネータは発足したのである。 
 
3. インテリアの発見 
 
 何故、「インテリア」が日本に生まれたのだろうか。私は長野県生まれで現在 70歳にな
るが、子どもの頃に食事をするときは、茶の間でちゃぶ台を使用し、床に座って食事をし
ていた。このような生活様式を「ユカ座」と呼ぶ。その後、結婚して公団住宅で生活し、
食事はようやくテーブルと椅子を使用するようになった。これを「イス座」と呼ぶ。戦後
の日本人は床に座っての生活様式「ユカ座」から、1950 年あるいは 60 年〜80 年にかけて
多くの人が椅子に座っての生活様式、「イス座」に変化していく。これを日本人の「生活様
式の変化」という。昔の日本では庶民は生活様式はユカ座であった。次第にイス座に変化
してく経緯は終戦のことが背景にある。日本が終戦を迎えた1945年(昭和20年)、430万住
戸の住宅が不足していた。満州に渡っていた一部の日本人たちも日本へ引き上げて、多く
の人は住む場所がなかったことも含まれる。そのため敗戦した日本はとにかく家を建てる
必要があった。そこでまず住宅金融公庫を設立し、低利で貸出する代わりに自力で建造す
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るよう求めた。中には朝鮮動乱の影響で儲けた者もいたが、資金がなかった多くの庶民た
ちは家を建てられず、政府は日本住宅公団を特に都市部の住人に向けて提供し始めた。こ
れは 2DK を多く提供した。寝室 2 部屋とダイニングキッチンを造った。この時代の日本の
平均家族構成は4人家族である。夫婦の寝室である6畳の和室と4畳半の子供部屋を作り、
子供部屋は二段ベッドと学習デスク(本棚と引き出しが付いたもの)を置いた。このような
生活をし始めたのが戦後の日本人の生活である。子供部屋にベッドがあり、またダイニン
グキッチンが出来たことによって、まがりなりにもイス座の生活様式を一般の庶民がする
ようになった。こうして日本人の生活は、次第にユカ座からイス座に取って代わるように
なる。これは日本人にとって非常に大きな変化であった。この変化についてさらに掘り下
げてみたい。                
さて、畳の部屋というのは「便利なようで不便であり、不便なようで便利なもの」であ
る。畳の部屋には必ず押し入れがあり、そこから布団を出せば「寝室」になり、布団を収
納し、廊下にあるちゃぶ台を持ってくれば、あっという間に「食堂」に転じる。次にちゃ
ぶ台を折り畳み、冬にこたつを出せば「居間」になる。また、畳の部屋というのは、座卓
にざぶとんを用意しておけば、そこは「客間」になるなど、機能が変換するのである。こ
のように畳の部屋はきわめて転用性が高い。例えば、ある部屋にベッドを２台置いてしま
うとしよう。こそは夫婦の寝室となる。それらを片付けて他の目的でこの部屋を使用する
ことはなかなか難しい。つまり、洋式の部屋は部屋の機能を固定してしまうのである。ま
た、ダイニングテーブルとダイニング椅子を置くと食堂となり、ここで就寝することは難
しい。また食堂で椅子と机でお茶を飲むのは少し堅苦しい。そこでソファやテーブルを置
くとそこは居間となり、快適に過ごせることが出来る。しかしそこは居間としてしか使用
出来ない。このように洋家具を使用する生活というのは部屋の使い方を限定してしまう。
これがユカ座とイス座の大きな違いである。 
またイス座の部屋は食堂や居間など家族が使用する部屋、夫婦だけの寝室、ベッドと学
習デスクを置いた子供部屋がある。つまり、家族皆が使用する部屋と家族の一人一人が使
用する部屋、あるいは夫婦だけが使用する部屋といった形で、使用する用途が決められて
しまう。これがいわゆる「公私室の分離」である。こうして部屋の使用方法が次第に明確
になっていった。 
 ところで、「わたしの部屋」には、ベッドがあり、学習デスクがあり、窓にはカーテンが
かかり、照明器具やスタンドがある。そうなると「わたしの好きな照明器具や家具を置き
たい」という気持ちが芽生える。こうして日本人の意識の中に「わたしの部屋にはわたし
の好きなものを置きたい」という「インテリア意識」が芽生えてきたのである。当初はこ
れを室礼意識と呼んでいた。こうして日本人の中にインテリア意識が広まったのである。
こういった動きを受けた通産省が産業の担い手が必要と判断したことで、インテリアコー
ディネータが生まれたと解釈してもよい。日本人の中に新しく、住意識が芽生えたのであ
る。単に家具のある洋風の生活に変わったのではなく、洋家具を使用することによって日
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本人の意識が次第に変わってきた。これによって、インテリアコーディネータという職業
が必要になってきたのである。 
 
4.インテリアの職能  
 
 現在、インテリアコーディネータは 5 万人ほどが存在する。今日、日本のインテリアの
職能にはおよそ 3つある。1つはインテリアの職能で最も早く出来た「インテリア設計士」
である。インテリア設計士とは昭和33年に出来た。かつてこの大学でもインテリア設計士
を受験した者が沢山いる。当時は金子先生と山崎晶先生という方がいらっしゃり、盛んに
この受験を勧めていた。インテリア設計士はインテリアコーディネータよりもだいぶ前に
出来ており、現在も関西を中心に全国的に試験が行われている。インテリア設計士は大阪
で生まれたもので、1927 年（大正 15 年）の大阪は東京を抜いて１位の貿易高であった。そ
れは関東大震災の後のことである。1930 年頃、大阪の貿易が伸び、さまざまな建物が大阪
に建った。大同生命保険会社のビルや大阪ガスビル、村野藤吾氏の設計した大阪綿業会館
などもその一つである。そういえば、武庫川女子大学甲子園会館(遠藤新設計、甲子園ホテ
ル、1930 年完成)もその一つです。ところがそういう洋風建物を建てる職人がいなかった。
あるいは洋風の建物の中に必ず家具を置くが、その家具を作る職人がいなかった。家具職
人たちが集まり、家具を作ったり設計したりする職人が必要だということになってインテ
リア設計士協会（当時は、室内装備設計士協会と呼ばれていた）が設立した。 
次に「インテリアコーディネータ」である。これは先も述べたように通産省の外郭団体
であるインテリア産業協会というところが作ったものである。ところがインテリアコーデ
ィネータは住宅を中心に扱う職能であるが、１級建築士や 2 級建築士たちは普通のビルで
もインテリアがあるではないかと主張した。そこで建設省（現：国土交通省）が一般向き
のインテリアの専門家である「インテリアプランナー」という制度を作った。インテリア
コーディネータが出来た 1984 年の 3年後のことである。「インテリアプランナー」は国土
交通省の外部団体である建築教育普及センターで試験を実施しており、現在も継続してい
る。 
 すなわち、インテリアの分野には、以上述べてきた 3つの専門的な資格制度がある。「イ
ンテリア設計士」「インテリアコーディネータ」「インテリアプランナー」である。この 3
つの違いは何かと言えば、出来た経緯によってその役割は異なる。インテリア設計士とい
うのは最も早く出来た。良い家具や内装を提供できるような人材を求め、かつ製作もして
ほしいということで「生産・施工」分野に特化した試験内容である。インテリアコーディ
ネータは「流通・販売」に特化したインテリアの職能である。したがって試験内容も商品
に関してのことが多く出題される。インテリアプランナーは「設計・計画」に関与するイ
ンテリアの専門家である。このようにインテリアといっても領域を分けて試験を実施して
いる。それぞれ目的が異なり、試験内容も異なっている。 
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5. 今、インテリアは 
 
 最初のインテリアコーディネータがどういう人達だったかというと、ミサワホームイン
テリアや川島織物などの民間のインテリアスクールなどが教育をしてそこで育った人々で
あった。ところが次第に、大学や短大でもインテリアコーディネータの勉強をしっかり教
えるようになった。インテリアコーディネータはあくまで「流通・販売」であるので商品
に関する知識の出題が多い。また、ユーザーに対してしっかりとしたプレゼンテーション
ができる図面さえ書ければよい。一方、インテリアプランナーはしっかりとした設計、イ
ンテリア図面やインテリア透視図が書けなければならないということを義務づけている。
またむしろインテリア設計士は「生産・施工」のための図面が書けて、読めるということ
を目的としている。インテリアの教育もそのような住み分けとなっている。 
 さて、私と今ここにいる大学生の年齢差は 50 年ある。この 50 年の意識の差は大変大き
い。私は結婚する際に部屋に、家具等を置くことではじめてインテリアの存在を知った。
一方、私の娘や息子は産まれた時から公団住宅で住み、家具のある生活をしている。イン
テリアに対する意識がまるで違うのである。私達のような年代を「インテリア第１時代」
と呼んで、我々の子どもの世代を「インテリア第 2 世代」と呼んでいる。インテリア家具
のある生活が生まれた時からあったのである。したがって自分で部屋の中を工夫したり、
飾ったりする世代が今の30代である。こういった世代の人達が今家を手に入れる時代にな
ってきた。この世代は我々と違って、インテリアが普通に存在している。そのため自分自
身の中に「こうやって住みたい」というものがはじめにあって、それにあった器である住
まいを作っていくのである。したがって我々の時代の住まいの作り方と今の皆さんとの住
まいの作り方は少し異なってくるのではないかと思う。そういうインテリアの時代だとい
うことを自覚していてもらいたい。 
 先にも述べたが、インテリアという言葉が出来た後、工業高校での「木材工芸科」を「イ
ンテリア科」という名称に変更した。40 年前のその際にはインテリアの教科書が全くなか
った。そこで小原二郎先生が編集長となり、インテリアの教科書を作ることになった。
「古い人達に書いてもらうのは当然だが、新しい言葉が出来たのだから新しい知識を入れ
なければならない」と考えた小原先生は、文部省の教科書の編集作業に若手を加えた。少
し古い本になると、大体小原先生が編集している。そうやって小原二郎先生は全てのイン
テリアに関する編集をし、制度を作った。 
 
6. 人は、何故自分の部屋を飾るのだろう 
 
 さて、皆さんに考えてもらいたいことがある。皆さんは自分の部屋にお気に入りのポス
ターを貼ったり、あるいは置物を置いたり、花を飾ったりして自分の部屋を飾っている。
何故、人はそんなことをするのだろう。おそらく机の上に花が一輪あると、ペットボトル
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が 1 本あるよりも豊かな気持ちになるはずだ。花には機能性はないが、心をなじませ、豊
かな気持ちにさせる。しかし、それだけのことなのだろうか。そういったことを、今から
取り上げたい。 
 現在は「成熟社会」と言われている。たくさん様々なものがあり、たくさんの同じよう
な椅子がある中で、人は自分の好きな一脚の椅子を選び、部屋の中に置く。なぜ、自分の
部屋にその椅子を選んだのか。機能的には椅子は一脚あればいいわけだが、たくさんの中
から気に入った椅子を選んで置く。それは一体どういうことなのか。有り余るものがたく
さんある中で必ずひとつ自分の気に入ったものを選んで並べる。そうすると心がなんとな
く安堵する。何故安心するのだろう。 
 
7. インテリア空間の自己化 
 
 先程戦後の日本は430万住戸が不足していたと述べた。昭和40年代にこの不足した住宅
は公団や民間マンションの建設で解消されてその後どんどんと余るようになって、現在は
戦後不足の倍近くも余っている。そういう中で家を選ぶ。どの家でもよいわけではなく、
「何故この家を選んだのか」ということをこれから述べていく。 
 花を飾って安心する、なんだかホッとするという答えにはいくつかある。犬がマーキン
グのため、オシッコで自分のテリトリーを作り、自分の臭いを残しておく。そうするとそ
れで安心して、生活できる。自分が好きなものを選んで置いとくというのはそれと同じよ
うなことがあるのではないか。つまり自分のテリトリーを形づくっていく。あるいは、皆
さんが図書館の机をこうやって本を広げる。おそらく用もないのに本を広げてテリトリー
を確保する。それと同じようなことを自分の部屋の中でやっているのではないか。またヒ
バリが鳴くのも、自分の巣を誰にも侵されないようにするためである。まさにそうやって
なわばりを主張するように自分のインテリアを作っていくのではないか。 
 何もなかった部屋にいろんなものを自分で持ち込むことによって、その部屋全部を心理
的、感覚的に自分のものにしていく。このことを「空間の自己化」という。自分の気に入
ったインテリアエレメントを置くことで空間が自分のものになっていく。そういう感覚を
掴んでいくことが空間の自己化ということである。ただ座るためだけに椅子を選んでいる
のではなく、わたしが気に入っている椅子だから選んで置くということである。そうする
とそこが自分の空間になる。 
 私は最初人間工学の研究をしていたがそれでは少々もの足りなくなって 30 年前から「ど
んなものを、どんな風に、どうやって置けば、空間が自分のものになるか、すなわち自己
化するか」というプロセスや内容を研究し始めた。その頃、丁度デジタルカメラが発売さ
れ、学生にそのデジタルカメラを渡して実験を行った。その学生に次の 3点を指示した。 
① 部屋の一番好きなところを写す。 
② 部屋の自慢出来るところを写す。 
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③ 他人と違うところを写す。 
以上、3点を踏まえて撮影してもらった。その写真を見ながら「何故これが好きなのか」「ど
うしてこれが他人と違っているのか」といったことなどを問いかけた。その問いの答えを
テープレコーダーに録音し、「どういう言葉が、何度、どういう時に、なぜ使われたか」
などについての言葉を分析した。これを心理学的用語で「プロトコル分析」という。そう
やって学生の部屋の事例をたくさん集め、空間の自己化研究を行った。そうすると当然な
のだが、その人が住むその部屋に必ず自分自身がすなわち住人の自己が現れてきた。自分
の好きなものなど自分自身が表出されるということがわかったのである。自分の好きなも
のを飾り、どんどん増やすことによって、あるいは適度にコントロールを加えることによ
って次第にその部屋が自分自身の部屋になっていく。 
 
8. インテリア空間に表出される精神の病み 
 
 その頃、世間で不思議な事件がいくつか起こった。例えば、秋葉原で引きこもりの男が
車で数人をひき殺すという事件があった。週刊誌がその男の部屋を興味半分で映し出して
いた。あるいは、東京で、ある女性が数人の男性を殺し、見知らぬ顔をしていた事件があ
った。また大阪で若い女が産まれたばかりの我が子をマンションに置き去りにし餓死させ
たという事件が起こった。その頃のマスコミの風潮だろうが、この犯人のマンションやベ
ランダ沿いを撮影していた。我が子を餓死させた女のベランダにはポリ袋やゴミが転がっ
て全く乱雑、ごちゃごちゃになっていた。男性を殺害した女の事件も週刊誌のグラビアに
載っていたが、車の中に家財道具が満載されていて、家の周辺には家のゴミがたくさん溜
まっていた。 
このうち自己化の研究において 2 つの変わった例がみつかった。１つは、床から天井ま
でこれでもか、これでもか、という具合に過剰に装飾を飾ったインテリアがあった。もう
ひとつは、機械ばかり並べて、その住人の個性が何も無いのである。普通ならば自分の個
性がどこかに必ず表れるが、個性が何もない。そこでプロトコル分析で調べた。まず過剰
のインテリアをしていた人の方は幼い頃“虐待”されていた人であった。それから無味無
臭・無個性の結果機械ばかり並べていた人は、“引きこもりの人”であった。そういうこ
とがわかり、これはひとつの新たな発見であると感じた。引きこもりの人と、秋葉原の事
件の人の部屋のあり様はそっくりであった。このようにして「インテリア空間に表出され
る精神の病み」という私のインテリアの研究が始まった。常識的に分かることだが精神が
少し病んでいる人は行動がおかしいばかりか、服装が乱れたりしている。必ず自分の家の
周辺においてなんらかの“乱れ”があった。そのように精神の病みが表出しているのであ
る。 
 さて、「わたしがない/わたしでない」は、一文字違いであるが大きく違っている。凄い
インテリアのほうをよく聴いてみると、それは「わたしでない（not me）」インテリアであ
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った。必ず部屋にはその人の自我や自己は反映されるが、小さい頃から虐待され続けてい
たため、その自分の部屋を見ると自分が辛い。したがって、私の部屋と全く違うインテリ
ア、すなわちを「わたしでない」というインテリアをしたのである。「わたしでない／わ
たしがない」という違いは、大きな違いで、これは応用心理学の分析対象になる。結論的
にいうと、プロトコル分析で「どんな言葉が、どんな風に、自己に関してはきわめて、ど
れぐらい使われているか」ということを分析するとある軸が浮かび上がった。また「どう
いうものが、どのように表出されているか」という「もの」の側を見ても軸が抽出できる。
それらの軸をマトリックスにして「この症状の人はここに位置する」ということが大体掴
めたのである。 
 心理学のほうで「箱庭療法」というものがある。精神が病んでいる人に小さな箱庭を作
って、それを色々手直ししてもらうことによって精神を健全な方向に向かわせる心理学の
方法である。私はこれをインテリアでも出来ないかと思った。この人の住むインテリアを
少し修正する、あるいはコンサルティングする、あるいは誘導することによって、精神の
病んでいる人が健全な方向に向かうのではないか、という期待と予感が少しあった。こう
いった経緯があって、研究を始めたのである。 
 
9. インテリア空間におけるさまざまな自己像 
 
 自己化の研究、精神の病みの研究などを行ってはじめて、その人の住む部屋のインテリ
アは必ず「その人の自己や自我が表出され、それを分析することによって、そこに住む人
の自己にかかわる事柄が抽出できる」ということが解った。すなわちインテリアはきわめ
て社会心理的側面の強い領域であることが解った。 
 ところが、インテリアに表出する自己や自我というのは、さまざまな自己像が投影され
ていることが次第にわかってきた。つまりインテリアは外部からうかがい知れぬ、閉ざさ
れた空間でありながら、そこを訪れる人からいわゆる「見る―見られる」関係上、構築さ
れる社会的・心理的対象であると、言い換えることができる。 
 すなわち、インテリア空間とは、そこに住む人にとっては「誰かに見られたい」と思う
反面「誰にも見られたくない」という背反した心理が微妙にゆれ動く場などがある。「本当
の自分」「人からこう思われたいと思う自分」あるいは「自分とは異なる自分」さらには「こ
うありたい自分」、そして「本当の自分」など幾つかの「分断された多様な自分」をさらけ
出す場でもあり、“幾多の自己が交差する場”でもある。 
 だからこそ「インテリア空間には精神の病み(闇)」等が映し出されるのである。そこで
インテリア空間に表出されるあるいはインテリア空間に内在する「自己及び自己像」を抽
出してみると次のようなものがある。 
① 絶対自己とでもよべる真の自己像(Real) 
② 他者からこう思われたいと願う想定上の自己及び自己像(Significant) 
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③ 本当の自分ではないが、こうありたいと願う自己及び自己像(Assumed) など 
以上、インテリア空間に表出される自己あるいは自我像は多岐にわたり複雑な様相を示す
のである。 
 
10. おわりに 
 
 ところで、「クリエイティブ・コンピテンシー」という言葉がある。それは創造的力量あ
るいは芸術的力量という意味である。コンピテンシーという言葉は経営学でも使われるが、
看護学でもよく使われる。母親は誰が教えたわけでもないのに子供に母乳を与えたり、あ
やしたり、あるいは赤ちゃんを育てていくが、これは誰も教えていない生得的な女性の能
力である。こういった潜在的な能力をコンピテンシーという。こういったものが、部屋の
インテリアの中にも在る。住人は自分が暮らしやすいように自分自身の能力を使って、自
分の部屋を毎日変化させていくわけである。あまりに飾り過ぎると「これは好きではない」
と捨ててしまうし、あるいは好きなものを飾って部屋になじまないと捨ててしまう。こう
やって部屋のインテリアを順次調整していく。こういったことを「適応化制御」と呼んで
いる。人間はインテリアを自分の感性と行動に合うように日々インテリアを作り替えてい
る。そうやってインテリアは日々かわっていく。精神が病んでいる人にはクリエイティ
ブ・コンピテンシーが上手に働かないのではないか、機能していないのではないか、と心
理学の先生方と話している。クリエイティブ・コンピテンシーを上手く誘導すれば（例え
ば、いいインテリアが出来ると同時にそれを見てそこに住むその人が癒され、安心してい
く。）そうであればインテリアを通じて精神の病みは解消されるのではないか。インテリア
にはそういった局面もあるのではないだろうか。このような方法が可能となるのではない
か、というのが今日の結論である。つまり、箱庭療法のようにインテリアを用いて、治療
していく。これからはまさに一人一人が安心でき、しかも安全であるインテリアを自分で
試行錯誤しながら作っていく時代になる。それが「成熟社会」ではないだろうか。 
 
（2016 年 6月 4日、生活美学研究所本年度生活デザイン研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子 
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